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町
長
施
政
説
明

施
政
方
針
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

声
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
、
現
場
の

課
題
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
町
民

と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
﹁
五
城
目

の
底
力
﹂
を
結
集
し
、﹁
町
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
未
来
志
向

の
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
目
標
と
し
て
、

町
民
の
幸
福
度
向
上
と
持
続
可
能

な
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

は
、
人
と
人
、
家
と
家
、
ま
た
は

地
域
間
の
交
流
が
育
ま
れ
、
互
い

を
思
い
や
る
良
好
な
地
縁
関
係
の

構
築
が
期
待
で
き
、
町
民
の
潜
在

的
な
主
体
性
を
引
き
出
し
、
豊
か

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
形

成
を
可
能
と
し
、
産
業
・
経
済
・

環
境
・
福
祉
・
防
災
な
ど
各
分
野

が
連
携
し
た
効
果
的
な
展
開
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
基
本
と
な

る
施
策
は
、
公
約
と
し
て
掲
げ
た

５
つ
の
柱
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組

み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
つ
目
は
、﹁
根
底
か
ら
強
い
町

づ
く
り
﹂
で
あ
り
、
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
防
災
・
減
災
対
策
を

徹
底
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
町
の
経
済
強
化

も
図
り
ま
す
。

２
つ
目
は
、﹁
町
に
住
む
方
々
が

主
役
の
町
づ
く
り
﹂
で
あ
り
、
町

民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
世
代
や
立
場
を
超
え
た
支
え

合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

３
つ
目
は
、﹁
圧
倒
的
に
子
育
て

を
応
援
す
る
町
づ
く
り
﹂
で
あ
り
、

子
育
て
・
教
育
・
福
祉
の
充
実
に

よ
り
、
若
い
世
代
が
希
望
を
持
て

る
町
を
実
現
し
ま
す
。

４
つ
目
は
、﹁
活
性
化
で
儲
か
る

農
林
業
・
地
域
産
業
﹂
で
あ
り
、

担
い
手
の
育
成
と
新
た
な
産
業
・

ブ
ラ
ン
ド
化
を
通
じ
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
、
農
業
・

林
業
・
商
工
業
が
元
気
に
な
る
町

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

５
つ
目
は
、﹁
さ
ら
に
文
化
の
薫

り
高
い
町
に
﹂
で
あ
り
、
五
城
目

の
自
然
・
文
化
・
人
材
を
磨
き
上

げ
、内
外
に
発
信
し
、﹁
住
み
よ
い・

住
ん
で
み
た
い
町
﹂
を
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
を
図
り
ま
す

令
和
８
年
度
は
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
や
Ｉ
Ｔ
コ
ス
ト
の

最
適
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
さ

ら
に
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
デ

ジ
タ
ル
専
門
監
を
任
用
す
る
予
算

を
本
定
例
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

﹁
ご
み
中
継
施
設
﹂
の

建
設
場
所
を
潟
上
市
に
決
定

潟
上
市
・
八
郎
湖
周
辺
清
掃
事

務
組
合
の
構
成
自
治
体
で
設
置
す

る
﹁
ご
み
中
継
施
設
﹂
の
建
設
場

所
は
、
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た

副
市
町
村
長
会
議
で
、﹁
潟
上
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
﹂
に
決

定
し
ま
し
た
。
建
設
場
所
は
、
本

町
役
場
か
ら
約
15
㌖
の
位
置
に
あ

り
、
経
済
性
、
強き

ょ
う
じ
ん靭
性
、
実
施
ス

ケ
ジュ
ー
ル
の
評
価
や
付
帯
工
事
の

概
算
事
業
費
の
調
査
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
、
全
会一致
で
決
定
し
て
い

ま
す
。
令
和
17
年
度
の
施
設
稼
働

を
目
指
し
、
今
後
も
関
係
自
治
体

と
緊
密
に
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

一
部
消
防
事
務
を

住
民
生
活
課
へ
移
管

第
７
次
行
政
改
革
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
将
来
的
な
消
防

広
域
化
を
見
据
え
、
行
政
事
務
と

し
て
取
り
扱
う
性
質
の
消
防
団
事

務
、
水
防
事
務
な
ど
を
、
令
和
８

年
度
か
ら
住
民
生
活
課
へ
移
管
し

ま
す
。

健
康
福
祉
課
を
再
編

福
祉
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
現
行
の
健
康

福
祉
課
を
、﹁
地
域
福
祉
課
﹂﹁
健

康
推
進
課
﹂﹁
子
育
て
支
援
課
﹂
の

３
つ
に
再
編
し
ま
す
。
地
域
福
祉

課
で
は
、
新
た
に
﹁
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
﹂
に
取
り
組
み
ま

す
。
子
育
て
支
援
課
に
は
﹁
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂
を
設
置
し
、

子
育
て
全
般
に
つ
い
て
、
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

農
業
者
へ
の
支
援
を
継
続

昨
年
12
月
に
行
っ
た
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
な
ど
で
要
望
の

あ
っ
た
農
業
機
械
導
入
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
、
担
い
手
不
足
解

消
な
ど
を
目
指
し
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
支
援
の
制
度
設
計
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
文
化
祭
の
開
催
形
式

変
更
を
検
討

こ
こ
数
年
、
農
作
物
の
出
品
が

な
く
、
農
業
分
野
の
催
し
が
実
施

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
は
産
業
文
化
祭

と
い
う
形
式
で
の
開
催
を
行
わ
な

い
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
朝
市
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す

令
和
８
年
度
か
ら
は
、
５
月
４

日
、
８
月
13
日
、
12
月
31
日
の
臨

時
市
と
１
月
２
日
の
朝
市
を
廃
止

し
、
出
店
者
が
出
店
し
や
す
い
日

に
朝
市
開
催
日
を
集
約
す
る
こ
と

で
、
朝
市
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

河
川
改
修
事
業
を

進
め
て
い
ま
す

県
で
は
馬
場
目
川
、富
津
内
川
、

内
川
川
の
３
河
川
で
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
舘
越
地
区
で

は
現
在
施
工
中
の
河
道
掘く

っ
さ
く削
が
年

度
内
に
完
成
し
、
今
月
、
久
保
橋

上
流
部
の
築ち

く
て
い堤
工
事
を
発
注
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
。
下
山
内
地

区
で
は
現
在
施
工
中
の
掘
削
築
堤

工
事
が
６
月
に
完
成
予
定
で
、
今

月
、
消
防
署
付
近
を
含
め
た
３
工

区
の
築
堤
工
事
を
発
注
予
定
と
の

こ
と
で
す
。
湯
ノ
又
地
区
で
は
現

在
施
工
中
の
身み

の
淵ぶ

ち

頭と
う
し
ゅ
こ
う

首
工
付
近

の
捷し

ょ
う
す
い
ろ

水
路
改
修
が
６
月
に
完
成
予

定
で
、
今
月
、
内
川
農
道
に
新
た

に
架
か
る
橋
の
橋き

ょ
う
だ
い台
２
基
を
発
注

予
定
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
、
工

事
の
発
注
が
分
か
り
次
第
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
引
き
続
き

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長
施
政
説
明

さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推

進
を
図
り
ま
す

令
和
８
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
授
業
に
お
い
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
外
部
委

託
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
各
学
年
４
コ
マ
の
学
習
を
予

定
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
論

理
的
思
考
力
や
問
題
解
決
能
力
な

ど
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
、﹁
個
別
最
適
な
学
び
﹂
や

﹁
協
働
的
な
学
び
﹂
の
実
現
を
目
指

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
共
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
更
に
進
め
、
児
童

生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
習
熟
と
活
用
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
を

実
施
し
ま
す

こ
れ
ま
で
隔
年
で
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
全
町
体
育
祭
は
順
位

を
競
う
競
技
型
か
ら
、
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
フ
ェ
ス
形
式
に

内
容
を
変
更
し
て
の
実
施
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
町
内
会
単
位
で

の
参
加
を
見
直
し
、
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
子
ど
も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
と
い
た
し
ま
す
が
、
高
齢
者
層

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

種
目
を
選
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
施
日
は
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
合
わ

せ
た
10
月
を
予
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
を
は
じ
め
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
関
係
団
体

の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
町
内
会
単
位
で
も

参
加
で
き
る
種
目
も
検
討
し
、
ス

ポ
ー
ツ
フェ
ス
を
通
じ
て
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
地
域
の
コ
ミュニ
テ
ィ
づ
く

り
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆町過疎地域持続的発展計画の変更
過疎地域の持続的発展に関する施策を総合的かつ計画的に推進す

るため、町過疎地域持続的発展計画を変更しました。
◆町定市場設置条例の一部改正

出展者数が少ない状況が続いている１月２日の朝市と臨時朝市の
開設を行わないことにより、朝市の質の維持向上を図るものです。
◆人権擁護委員候補者の推薦

６月30日に人権擁護委員の任期が満了する伊藤春美氏を、引き続
き同委員へ推薦することに同意を得ました。

可
決・同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
︑
３
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
︑﹁
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
﹂﹁
廣
徳
寺
橋
橋
梁
災
害

復
旧
工
事
の
契
約
締
結
﹂﹁
町
定
市
場
設
置
条
例
の
一
部
改
正
﹂
な
ど
26
の
案

件
が
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
︒

今
月
号
で
は
︑
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
荒
川
町
長
と
小
玉
教
育
長
の
施
政

説
明
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
︒

令
和
令
和
８８
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
３
月
２
日
~
10
日

令
和
令
和
８８
年
度
当
初
予
算

年
度
当
初
予
算
や
、
や
、

町
定
市
場
設
置
条
例

町
定
市
場
設
置
条
例
のの
一
部
改
正

一
部
改
正
な
ど
な
ど

2626
案
件
案
件
をを
可
決
可
決・承
認
・承
認・・同
意
同
意

施政説明全文は町ホームページに掲載
　荒川町長と小玉教育長の施政説明全文は、
こちらのQRコードからご覧ください。


